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☆講 演☆

◇教授　高橋武雄　　「機器工業分析の最近の研究から

（1）」日本化学工業，10，6，10－13（化学工業技術同友

会1962．6）

◇教授　野崎　弘「化学機材としてのTiおよびZr工

業の将来」化学工業協会主催　東京商工会議所講堂にお

いて（1962．8．31）

◇研究員　白鳥高行「素粒子論における量子時空間につ

いて」日本物理学会　北海道大学において（1962．9．25）

◇教授　藤高周平　　「CIGRE国際会議出席報告」電気

学会東京支部講演会，電機工業会講堂（1962．9．6）

◇助教授　高橋幸伯「疲れクラックの進行速度の計測」

第12回応用力学連合講演会，東京にて（1962．9．6）

◇教授　高橋武雄，技官　桜井裕「Studies　on　Continu－
oug　Coulometric　Titratioll　I。　Fundamental　Principle

of　an　Automatic　Coulornetric　Titrator」0．　J，　Electro－

anal．　Chem．，3373－380（1962）

◇教授　高橋武雄，技官　桜井　裕「同上皿．Working

Conditions　for　the　Automatic　Coulometric　Titrator」

ibid．，3，　381－389　（1962）

☆寄 稿☆

◇助教授　山田嘉昭，技官　輪竹干三郎外1名，18Cr－

8Niステンレス冷延鋼板の深絞り加工性，塑性と加工，

3，　19，　533－40　（1962．8）

挙海外渡航☆

◇第1部　久保田教授はCIO（Commission　Internatio・

nale　d’Optique）に出席のため渡欧，ミュンヘンにおける

第6回総会において次期Vice　Presidentに選ばれた．帰

路東独Jenaのカールツアイス，モスコー大学ならびに

ニュデリーのNPLにおいて講演をして9月24日帰国
した．

◇第5部　坪井善勝教授はサンフランシスコで開催され

るシェル構造世界会議出席およびシェル理論ならびにそ

の応用研究のため9月28日に出発し10月13日帰国の予定．

☆移転披露の行事☆

　来たる11月8日から3日間，生産技術研究所の東京移
転披露の行事が予定されている．だいたいの移転を終わ

ったのは去る5月で5研究部と事務部が終わり，一部の

実験室，試作工場，新営予定の付属施設，外装等が残さ

れているが，お世話になった関係官庁や産業界に次の日

程で披露が行なわれることになっている．

　11月8日（木）午前：職員に対する生研所長の挨拶，

　引続き生産技術研究奨励会の総会．午後：招待者に対

　する研究室見学と茶会．

　11月9日（金）午前10時から午後4時まで招待者と一

　般に対する研究室公開と研究所員の講演と映画の上
　映．

　11月10日　（土）午前10時から午後4時まで一般・団体・

　学生および職員家族に対する研究室公開と研究所員の

　講演と映画の上映，なお講演と映画は両日とも午前と

　午後とに計函されている．

筆 者 紹 介

◇北川　英夫　技官　工博　専攻　材料力学

◇黒川　兼行　助教授　工博　専攻　応用電子工学

◇横山　幸嗣　助手　専攻　同上

◇山口

機械学

惇　大学院学生　恵攻　流体力学・機械学

◇高尾　尚補　研究生　専攻　同上

◇池辺　　陽　助教授　専攻　建築配置および機能学　　◇吉沢　　茂　同　上

石原研究室・油圧研究グループ ◇松本　　彰　同　上

◇石原　智男　助教授　工博　専攻　流体力学・流体　　◇阿部　永雄　研究員　専攻　応用電子工学
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